今般、 当 村 内に て、 切支丹 宗門の 宗徒 共、 邪法 を 行 

じんもく まど 

ひ、 人目 を 惑 はし 候 儀に 付き、 私見 聞 致し 候 次第 を、 

逐一 公儀へ 申 上ぐ 可き 旨、 御沙汰 相 成り 候 段 屹度 承知 

つかまつ 

仕 リュ te^。 

陳者、 今年 三月 七日、 当 村 百姓 与 作 後家 篠と 申す 者、 

私 宅 へ 参り、 同人 娘 里 (当年 九 歳) 大病に 付き、 検 

脈 致し 呉れ 候 様、 懇々 頼 入り 候。 

右 篠と申 候 は、 百姓 惣兵衛 の 三女に 有 之、 十 年 以前 

まう 

与 作 方へ 縁付き、 里 を 儲け 候 も、 程なく 夫に 先立 たれ、 

爾後 再縁 も 仕らず、 機織り 乃至 賃仕事な ど 致し 候うて、 

その 日 を 糊口し 居る 者に 御座 侯。 なれ ども、 如何なる 



心得 違 ひに て か、 与 作病 死の 砌 より、 専ら 切支丹 宗 

きえ ばてれん 

門に 帰依 致し、 隣村の 伴天連ろ ど りげ と 申す 者 方へ、 

繁々 出入 致し 候 間、 当 村 内 にても、 右 伴天連の 妾と 相 

成 候 由、 取沙汰 致す 者な ども 有 之、 兎角の 批評 絶え 申 

さず、 依って、 父 惣兵衛 始め 姉弟 共 一同、 種々 意見 仕 

リ 候へ ども、 泥烏須 如来より 難 有き もの 無しな ど 申し 

候うて、 一 向に 合点 仕らず、 朝夕、 唯、 娘 里と 共に q 

^^と称へ候小き磔柱形の守リ本尊を礼拝致し、 夫 与 

作の 墓参 さへ 怠り 居る 始末に 付き、 唯今に て は、 親類 

縁者と も 義絶 致し 居り、 追って は、 村 方 にても、 村 払 

ひに 行 ふ 可き 旨、 寄り寄り 評議 致し 居る 由に 御座 候。 



別して、 私 始め 村 方の 者の 神仏 を 拝み 候 を、 悪魔 外道 

つ しばしば ひぼう しか 

に 憑かれた る 所行な りな ど、 屢 誹謗 致され 候 由、 確 

と 承り 居り 候。 然るに、 その 正道 潔白なる 貴殿が、 私 

むすめ ノ J 

共 天魔に 魅入られ 候 者に、 唯今、 娘 御の 大病 を 癒し 呉 

れ よと 申され 候 は、 何故に 御座 候 や。 右 様の 儀 は、 日 

頃 御 信仰の 泥烏須 如来に 御 頼みあって 然る 可く、 もし、 

たって 私、 検脈を 所望 致され 候 上 は、 切支丹 宗門 御 帰 

ごしょう いんこれ なき 

依の 儀、 以後 堅く 御 無用た る 可く 候。 此段御 承引 無 之 

に 於て は、 仮令、 医 は 仁術な りと 申し 候へ ども、 神仏 

の 冥罰 も 恐し く 候へば、 検 脈の 儀 平に 御 断り 申 候。」 

斯様、 説得 致し 候へば、 篠も 流石に、 推してと も 申し 



可く 候。 何卒 泥烏須 如来に 背き 奉り 候 私心 苦し さ を 御 

汲み分け 下され、 娘 一命、 如何にもして、 御 取り留め 

下され 度 候。」 と 申し、 私の みならず、 私 下男 足下に も、 

しさり 

手 をつ き 候うて、 頻に 頼み入り 候へ ども、 人力に て は 

如何と も 致し 難き 儀に 候へば、 心得 違 ひ 致さざる 様、 

呉れ 吴れ も、 申し 諭し、 煎薬 三 貼 差し置き 候 上、 折 か 

らの 雨止み を 幸 、 立ち 帰らん と 致し 候 所、 篠、 私 抉 

に すがりつき 候うて 離れ 申さず、 何やら 申さん とする 

けしき くちびる 

気色に て、 唇 を 動かし 候へ ども、 一 言 も 申し 果て ざ 

たちまち 

る 中に、 見る見る 面色 変り、 忽 、 其 場に 悶絶 致し 候。 

然れ ば、 私大，' に 仰天 致し、 早速 下男 共々、 介抱 仕り 候 



日再応 書面 を 以て 言上 仕る 可く、 先 は 私 覚え 書斯 くの 

如くに 御座 候。 以上 

申年 三月 一 一十 六日 

伊予 国 宇 和 郡 —— 村 

医師 尾 形 了 斎 

(大正 五 年 十二月) 
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